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■パブリックコメント実施結果
■子どもの予防接種
■市営住宅入居者募集
■ファミリー・サポート・センター会員募集／
　光の文化を高める会会員募集
■ NHK のど自慢参加者募集／レシピ

英語の勉強
楽しいよ！

特集　イングリッシュプラン光

　　　　　　　　　Ｐ２～Ｐ９
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特集　全国に先駆けて取り組む
　　　光市の外国語教育　～イングリッシュプラン光～

Think Globally 
　　　　Act Locally

～世界を視野に入れ、地域のために行動できる人材の育成～

2広報ひかり　平成31年2月25日号

　

現
在
、
全
国
の
小
・
中
学
校
で

は
、
新
た
な
学
習
指
導
要
領
（
完

全
実
施
―
小
学
校
２
０
２
０
年

〜
、
中
学
校
２
０
２
１
年
〜
）
へ

円
滑
に
移
行
す
る
た
め
、
外
国
語

教
育
に
つ
い
て
も
、「
外
国
語
活

動
」
や
「
外
国
語
科
」
の
導
入
に

向
け
た
取
り
組
み
が
進
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
中
、
市
で
は
、
平
成

29
年
３
月
に
策
定
し
た
「
光
市
教

育
大
綱
」
に
基
づ
き
、「
ふ
る
さ

と
に
誇
り
と
愛
着
を
も
ち
、
グ

ロ
ー
バ
ル
な
視
点
に
立
っ
て
夢
に

挑
戦
す
る
人
」
づ
く
り
を
進
め
て

お
り
、
平
成
30
年
4
月
か
ら
は
、

学
習
指
導
要
領
に
定
め
ら
れ
た
内

容
や
授
業
の
時
数
を
先
行
し
て
確

保
し
た
「
イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
プ
ラ

ン
光
」事
業
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

　

学
習
指
導
要
領
の
趣
旨
を
踏
ま

え
つ
つ
、
全
国
に
先
駆
け
て
取
り

組
む
市
の
「
外
国
語
教
育
」
に
つ

い
て
皆
さ
ん
に
お
伝
え
し
ま
す
。
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市
で
は
、
国
際
性
豊
か
な
子
ど

も
を
育
て
て
い
く
た
め
、
外
国
人

と
の
交
流
の
場
づ
く
り
を
は
じ

め
、
作
文
や
英
語
で
の
ス
ピ
ー
チ

コ
ン
テ
ス
ト
の
開
催
な
ど
に
継
続

的
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

平
成
27
年
度
か
ら
の
３
年
間
、

室
積
小
・
中
学
校
と
光
高
等
学
校

が
、
文
部
科
学
省
の
「
外
国
語
教

育
強
化
地
域
拠
点
事
業
」
の
指
定

を
受
け
て
、
子
ど
も
た
ち
が
、
英

語
を
使
う
喜
び
や
自
分
の
意
見
や

考
え
を
英
語
で
表
現
す
る
方
法
な

ど
を
学
ぶ
た
め
の
実
証
研
究
を
行

い
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、平
成
29
年
度
に
は
、

室
積
小
学
校
６
年
生
56
人
の
約
9

割
が
「
外
国
人
や
Ａ
Ｌ
Ｔ
( ※ )

と
英

語
で
話
す
こ
と
が
楽
し
い
。」
と

答
え
て
い
ま
す
。　

　
（※）
Ａ
Ｌ
Ｔ
…Assistant　

Lang
uage　

Teacher

（
外
国
語
指
導

助
手
）

　

平
成
26
年
に
は
、
郷
土
の
偉
人

で
あ
り
、
長
州
フ
ァ
イ
ブ
の
一
員

と
し
て
海
外
渡
航
に
挑
戦
し
た
伊

藤
博
文
公
の
生
き
方
に
触
れ
、
グ

ロ
ー
バ
ル
な
視
点
で
地
域
貢
献
で

き
る
青
少
年
リ
ー
ダ
ー
を
育
成
す

る
た
め
、
市
内
各
中
学
校
の
代
表

6
人
を
「
ひ
か
り
『
夢
大
使
』」

と
し
て
任
命
し
、
ロ
ン
ド
ン
に
派

遣
し
ま
し
た
。

外
国
語
教
育
強
化
地
域
拠
点
事
業

の
指
定

「伊藤公に続け !!　ひかり『夢大使』事業」

▲ロンドンで地元のボーイスカウトと英語での交流や、空手の演武
を披露している場面

▲国際交流のつどい

▲英語スピーチコンテスト

History
～これまでの
　　　取り組み～

　
「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
重
視

の
授
業
」
を
全
学
年
で
実
践
し
た

こ
と
で
、
子
ど
も
た
ち
も
、
さ
ま

ざ
ま
な
場
面
で
、
外
国
人
と
英
語

を
使
っ
て
積
極
的
に
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
ろ
う
と
す
る

な
ど
、
英
語
を
使
っ
て
会
話
を
楽

し
も
う
と
す
る
姿
勢
が
見
ら
れ

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

積
極
的
に
英
語
を
使
っ
た
り
、

英
検
を
受
験
し
た
り
す
る
生
徒

が
増
え
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
能
力
の
向
上
に
つ
な
が
っ
た

と
感
じ
て
い
ま
す
。
生
徒
間
の

関
わ
り
合
い
が
増
え
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
に
も
こ
れ
ま
で
以

上
に
積
極
的
に
参
加
す
る
姿
が

見
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

室積小学校
水
みずしな

品英
ひでゆき

之校長
室積中学校
明
みょうたい

代正
ま さ み

美校長
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文
部
科
学
省
に
お
い
て
、
小
学

校
に
お
け
る
外
国
語
教
育
に
つ
い

て
、
平
成
30
年
度
と
来
年
度
の
２

年
間
、
移
行
期
間
と
し
て
授
業
時

数
の
特
例
が
認
め
ら
れ
て
い
ま

す
。

　

一
方
、
市
で
は
、
こ
れ
ま
で
の

取
り
組
み
や
室
積
小
・
中
学
校
の

実
証
研
究
に
よ
り
、「
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
技
能
の
習
得
」や「
自

ら
の
考
え
を
表
現
・
伝
達
す
る
能

力
の
向
上
」
と
い
っ
た
学
習
指
導

要
領
の
目
標
を
達
成
す
る
た
め
の

方
向
性
や
授
業
モ
デ
ル
な
ど
が
、

全
て
の
小
・
中
学
校
で
共
有
さ
れ

つ
つ
あ
り
ま
す
。

　

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
市
で
は

平
成
30
年
度
か
ら
、「
外
国
語
活

動
」
と
「
外
国
語
科
」
の
授
業
の

時
数
と
内
容
を
踏
ま
え
て
、「
イ

ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
プ
ラ
ン
光
」
事
業

を
先
行
的
に
開
始
し
ま
し
た
。

　

こ
の
事
業
で
は
、
小
・
中
学
校

の
つ
な
が
り
を
活
か
し
て
、
グ

ロ
ー
バ
ル
化
の
進
展
に
対
応
し
た

英
語
学
習
を
実
現
す
る
こ
と
や
、

英
語
を
使
っ
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
能
力
を
育
て
て
い
く
こ
と

を
目
的
に
、
小
学
校
低
学
年
か
ら

の
英
語
教
育
の
導
入
や
、
長
期
休

業
を
活
用
し
た
英
語
体
験
型
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
の
開
催
な
ど
独
自
の

取
り
組
み
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

新学習指導要領と「イングリッシュプラン光」事業における小学校の授業時数など

Now
～英語教育の
　　　「現在」～

◀各学校の授業風景の写真
　を掲載しています。
　（ふぉとde ひかり）

【移行期間】
　3年生から「外国語活
動」を実施

新たな
　学習指導要領

「イングリッシュ
プラン光」事業

年間授業時数
（ALT 派遣時間）

1・2年

3・4年

5・6年

1・2年

3・4年

5・6年

概　要

概　要

2018 年度 2019 年度 2020 年度

―
15
50

10（0）
35（35）
70（35）

―
15
50

―
35
70

10（0）
35（35）

70（70）

【移行期間】
　2018 年度と同様

【完全実施】
　3・4年生は授業時数
が増加。5・6年生は教
科「外国語科」を実施

　1年生から「外国語活
動」を実施。3年生から
授業に ALT を派遣

　5・6年生における A
LT 派遣時間を増加予定

※「外国語活動」
　英語に慣れ親しむこと
を目的としたコミュニケ
ーション活動

※「外国語科」
　聞く話す読み書きによ
り、コミュニケーション
の基礎を育成する科目

要領・事業

年間授業時数
（ALT 派遣時間
 については規
定なし）

「イングリッシュプラン光」の３つの視点

● つながりのある英語教育の展開

● 国際交流体験の充実

● 教職員の専門性の向上
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英
語
に
触
れ
る
小
学
校
の
低
学
年

か
ら
中
学
校
ま
で
の
９
年
間
を
か
け

て
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
の

向
上
に
必
要
な
技
量
や
技
術
を
段
階

的
に
学
ん
で
い
ま
す
。

　

ま
た
、
小
・
中
学
校
教
員
に
よ
る

合
同
授
業
や
参
観
、
小
・
中
学
校
の

交
流
活
動
な
ど
、
教
員
や
児
童
・
生

徒
の
「
つ
な
が
り
」
が
あ
る
取
り
組

み
を
進
め
て
い
ま
す
。

●周防小学校【1・2 年】
“What color is missing?”
仲間が隠した色を当てるク
イズに、英語で回答

●三井小学校【6 年】
小・中学校の教員と ALT
による授業。聞き取りゲー
ムを行っている場面

●島田小学校【6 年】
“I want to be…” 将来の夢
を、友達にイラストと英語
を使いながら説明

●光井小学校【6 年】
“I went to the …”旅行の思い出などをテーマ
に、コミュニケーションを図っている場面

【質問】
授業を通じて、英語と日本
語の違いを感じた所は？

名詞と動詞の順番が違い、
日本語の文法の方が難しい
と思った。
島田小 6 年 栗

くりもと

本 響
ひびき

さん

【質問】
英語の習得に向けて、今後
の目標は？

学校の授業はしっかり受けて
完璧にし、英検にチャレンジ
したい。
光井小 6 年 末

すえはら

原 舜
しゅんた

太さん

つながりのある英語教育の展開
～小学校と中学校とのつながり～

●島田中学校【2 年】
電子黒板を使って、画像や動画と読み書きを融合

「小学校で身につけた英語を、中学校の授業で正確に理解できる
ようになり、学ぶ楽しみを感じているように思います。」（教員談）

●光井中学校【3 年】
教員が全て英語で授業

「小学校の外国語活動で英語
の音に慣れているので、指示
や説明を英語で行うなど、授
業におけるレベルアップが円
滑にできています。」（教員談）

●室積中学校【2 年】
タブレット端末を活用して、会話中の表情や
反応を確認

「ICTは小学校から活用し、撮影や資料作りなど、
目的に応じて使いこなしています。」（教員談）

●室積小学校【4 年】
県内の教員が参観する教育力向上指導
員による公開授業
“Good morning!”“Hello!” など、時間帯
に合わせたあいさつを全員で発声して
いる場面
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●浅江小学校【4 年】
“Hello,how are you?” 授業開始の直後から、クラスメートや地
域の人と、握手やじゃんけんを行いながら英語であいさつ

●上島田小学校【1 ～ 3 年】
朝の学習時間を使って地域の人が講師を務め、子どもたち
に英単語などを紹介。右写真は講師を務める地域の皆さん

（左から藤
ふじやま

山厚
あ つ こ

子さん、宮
みやうち

内孝
た か え

江さん、田
た な か

中道
み ち こ

子さん）

●三輪小学校【1・2 年】
“I'm happy!” 月に１度、重

しげなか

中有
ゆ み

美さん（地域住民）が講師
を務め、楽しい英会話を学習

　

市
で
は
、『
15
歳
は
地
域
の
担
い

手
』
を
合
言
葉
に
、
学
校
・
家
庭
・

地
域
が
連
携
し
た
、
ま
ち
ぐ
る
み
の

教
育
の
実
現
を
目
指
し
て
お
り
、
平

成
26
年
か
ら
は
、
市
立
の
小
・
中
学

校
で
、「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
」

を
実
施
す
る
な
ど
、
全
国
で
も
先
進

的
な
取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

英
語
教
育
に
つ
い
て
も
、
地
域
住

民
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会
の
皆
さ

ん
と
の
「
つ
な
が
り
」
を
授
業
に
取

り
入
れ
て
い
ま
す
。

小学 5・6 年生 50 人が参加。ミニゲームやピザづくりを通じて、
英語を使ったコミュニケーションに挑戦

　

学
校
や
塾
な
ど
の
学
び
の
場

面
以
外
に
も
、
子
ど
も
た
ち
が

英
語
に
触
れ
る
機
会
を
充
実
さ

せ
て
い
く
た
め
、
Ａ
Ｌ
Ｔ
と

一
緒
に
英
語
体
験
型
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
し
ま
し
た
。

国際交流体験の充実
「飛び出せ！ イングリッシュ キャンプ光」
平成 30 年 8 月 28 日㈫、 29 日㈬  周防の森ロッジ

▲市 HP にも画
像を掲載してい
ます。

　

子
ど
も
た
ち
が
目
を
輝
か
せ
な

が
ら
、
友
達
と
英
語
を
使
っ
て
会

話
し
て
い
る
の
を
見
る
と
、
私
た

ち
も
楽
し
く
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま

す
。
本
当
に
、
子
ど
も
た
ち
の
、

英
語
の
吸
収
力
の
速
さ
に
は
感
心

さ
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。下

し も じ

地  俊
と し お

男さん
浅江中のコミュニティ・ス
クールで英会話教室に参加
したのがきっかけで、小学
校の英語授業にも参加

～地域や保護者とのつながり～
つながりのある英語教育の展開

●浅江中学校【2 年】
地域の人と学び合う授業として、地域や保護者が参加

「地域の方々のおかげで、生徒が授業で学んだ英語を使
って会話をする実践の場が生まれています。」（教員談）
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●岩田小学校【6 年】
“I recommend …” 自分の
好きな国やスポットを、理
由とともに仲間に発表

●塩田小学校【3・4 年】
“What food do you like?”
好きな色や食べ物を仲間に
尋ねてノートに記入

●束荷小学校【3・4 年】
“one, two, three, four …”
1 から 20 までの数字を英
語で順番に発表

小
学
校
３
年
生
か
ら
の
授
業
に

　
　
　
　
　
　
　
　

Ａ
Ｌ
Ｔ
を
派
遣

　

生
徒
た
ち
に
と
っ
て
、
外
国
人
が
話
す

言
葉
が
分
か
っ
た
り
、
自
分
が
話
す
英
語

が
通
じ
た
り
す
る
こ
と
ほ
ど
、
学
習
意
欲

の
向
上
や
自
信
に
つ
な
が
る
も
の
は
あ
り

ま
せ
ん
。

　

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
小
学
３
年
生
か

ら
の
授
業
で
は
、
Ａ
Ｌ
Ｔ
を
派
遣
し
、
外
国

人
に
話
し
か
け
る
こ
と
や
、
言
語
本
来
の

発
音
に
触
れ
る
こ
と
を
体
験
し
ま
す
。

ALTを講師に招き、“How is the weather today?”など、授業の中
でよく使う英語表現について確認

小・中学校の教員が、公開授業を参観した後、授業の進め方
などについて意見交換

【質問】
英語を勉強できたら、どん
なことに挑戦したい？

大和地区を訪れる外国の人
を、英語を使って、道案内
や観光案内をしてみたい。
大和中１年 岩

いわさき

﨑 千
ち な み

菜美さん

教職員の専門性の向上
　

新
た
な
学
習
指
導
要
領
へ
の
移
行

に
向
け
て
、
教
員
に
つ
い
て
も
、
専

門
性
（
授
業
技
術
や
知
識
な
ど
）
の

向
上
を
目
指
し
て
、
教
員
同
士
で
集

ま
り
、
研
修
会
や
授
業
公
開
な
ど
を

計
画
的
に
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
毎
月
、
Ａ
Ｌ
Ｔ
を
講
師
と

す
る
自
主
研
修
会
も
開
催
し
、
授

業
の
中
で
日
常
的
に
使
う
英
語
表
現

の
確
認
な
ど
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。

●大和中学校【1 年】
ALT の言葉が理解で
きる喜びを体感

「指示や説明も英語
ですが、例を挙げた
り、見本を示したり
してもらえるので、
生徒も円滑に理解が
できています。」（教
員談）
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「
ひ
か
り
『
夢
大
使
』
事
業
」
に
参

加
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
5
年
が
経
ち
ま

し
た
が
、 

今
の
私
の
意
見
や
行
動
は
イ

ギ
リ
ス
で
の
経
験
に
基
づ
い
て
い
る
実

感
が
あ
り
ま
す
。 

　

特
に
、 

意
識
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の

は
日
本
、 

そ
し
て
私
の
存
在
意
義
で

す
。
日
本
に
も
素
晴
ら
し
い
文
化
や
技

術
、
倫
理
観
が
あ
る
よ
う
に
、
諸
外
国

が
多
様
な
良
さ
を
持
ち
、
時
に
は
他
国

の
良
い
点
を
吸
収
し
な
が
ら
自
分
た
ち

　

私
が
夢
大
使
と
し
て
ロ
ン
ド
ン
を
訪

れ
、
現
地
の
大
学
生
や
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ

ト
と
話
し
た
こ
と
は
、
中
学
生
だ
っ
た

私
に
と
っ
て
、
と
て
も
刺
激
的
な
体
験

で
し
た
。
実
際
に
彼
ら
と
英
語
で
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
る
こ
と
が
で

き
た
こ
と
で
、
英
語
を
使
う
こ
と
の
楽

し
さ
を
強
く
実
感
し
ま
し
た
。

　

そ
し
て
そ
の
翌
年
、
山
口
県
で
開
催

さ
れ
た
世
界
ジ
ャ
ン
ボ
リ
ー
で
は
、
英

語
を
通
じ
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
国
の
ス
カ

ウ
ト
と
お
互
い
の
国
の
文
化
な
ど
に
つ

い
て
話
す
こ
と
で
、
英
語
の
表
現
方
法

な
ど
、
と
て
も
多
く
の
こ
と
を
学
び
、

ま
た
、
た
く
さ
ん
の
友
人
を
作
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　

今
ま
で
教
科
書
の
中
だ
け
の
世
界

だ
っ
た
英
語
が
、
夢
大
使
事
業
を
き
っ

か
け
に
、
新
し
い
扉
が
開
き
、
自
分
の

中
で
大
き
く
世
界
観
が
広
が
っ
た
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　

英
語
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取

の
国
を
形
成
し
て
い
ま
す
。

　

近
年
で
は
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
に
よ
り
一
人

ひ
と
り
に
も
焦
点
が
当
て
ら
れ
、
他
に

な
い
特
技
や
革
新
的
な
考
え
な
ど
の
拡

散
は
当
た
り
前
と
な
り
ま
し
た
。「
自

分
ら
し
さ
」
を
確
立
し
交
流
す
る
こ
と

は
、
他
に
気
圧
さ
れ
て
自
分
を
見
失
わ

な
い
た
め
に
一
人
ひ
と
り
に
と
っ
て
重

要
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
小
中
学
校
で
の
英
語
教

育
で
多
様
な
表
現
を
手
に
す
る
こ
と
が

大
事
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
派
遣
当
時

の
私
は
英
語
を
使
う
こ
と
に
自
信
が
な

く
、
身
振
り
手
振
り
に
頼
る
し
か
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。

　

現
在
で
も
留
学
生
の
知
り
合
い
と
話

を
す
る
と
新
た
な
視
点
に
驚
か
さ
れ
ま

す
が
、
派
遣
当
時
に
多
様
な
表
現
方
法

が
あ
れ
ば
よ
り
多
く
の
発
見
が
で
き
た

と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
、夢
大
使
で
の
経
験
を
基
に
、

留
学
生
と
の
交
流
の
中
か
ら
多
く
の
こ

と
を
学
び
た
い
と
考
え
て
ま
す
。

桐
きりやま

山　大
だ い き

輝　さん
（浅江中学校出身）

河
こ う の

野　慎
しんぺい

平　さん
（光井中学校出身）

Tomorrow
～そして
　　　　これから～

光
市
で
外
国
語
教
育
を
受
け
て

　
　
　

大
学
生
と
な
っ
た「
夢
大
使
」

▲シャーロックホー
ムズ博物館での一
コマ　

▲ロンドン大学での学生との交流

▲ボーイスカウ
トと英語を使っ
て意見交換

る
楽
し
さ
を
知
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
英

語
を
意
欲
的
に
学
ぶ
こ
と
が
で
き
、
大

学
生
に
な
っ
た
今
も
英
語
の
学
習
を
継

続
し
て
い
ま
す
。

　

２
０
２
０
年
に
は
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
大
会
が
開
催
さ

れ
ま
す
。
私
は
現
在
、
東
京
に
住
ん
で

お
り
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
参
加
す

る
予
定
で
す
。
自
分
の
英
語
力
を
生
か

し
、
少
し
で
も
東
京
に
来
ら
れ
る
海
外

の
方
々
に
日
本
の
魅
力
を
伝
え
、
自
分

な
り
の
お
も
て
な
し
が
で
き
れ
ば
と
考

え
て
い
ま
す
。
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山口大学教育学部
猫
ね こ だ

田　和
かずあき

明　准教授

　

日
本
で
は
外
国
語
が
用
い
ら
れ
る
場
面

が
増
え
て
い
る
と
は
言
え
、
日
常
的
に
外

国
語
を
使
う
機
会
が
あ
る
人
は
少
な
い
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
そ
の
よ
う
な
言

語
環
境
の
中
で
外
国
語
を
学
習
す
る
た

め
に
は
、
動
機
づ
け
が
必
要
で
す
。

　

小
学
生
の
早
い
時
期
か
ら
外
国
語
に

出
会
い
、
外
国
語
に
よ
る
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
の
楽
し
さ
を
体
験
す
る
こ

と
は
、
外
国
語
の
基
礎
的
な
技
能
を
身

に
つ
け
る
こ
と
だ
け
で
な
く
、
外
国
語

へ
の
興
味
・
関
心
と
異
文
化
に
寛
容
な

態
度
を
育
て
る
上
で
も
有
効
で
す
。

　

興
味
・
関
心
を
も
て
ば
、
普
段
何
気

な
く
見
て
い
る
テ
レ
ビ
や
広
告
、
駅
や

お
店
な
ど
、
町
じ
ゅ
う
の
身
近
な
と
こ

ろ
に
外
国
語
が
あ
る
こ
と
に
目
が
向
く

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

異
文
化
へ
の
寛
容
な
態
度
が
あ
れ

ば
、
外
国
語
を
話
す
人
と
の
積
極
的
な

交
流
を
通
し
て
、
自
分
の
視
野
を
広
げ

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

光
市
の
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
は
、

学
校
で
の
豊
か
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
活
動
や
国
際
交
流
活
動
を
推
進
す
る

も
の
で
あ
り
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
進
む

今
の
時
代
に
ふ
さ
わ
し
い
も
の
と
言
え

ま
す
。
ま
た
、
そ
れ
を
支
え
る
教
職
員

の
専
門
性
の
向
上
を
図
る
積
極
的
な
取

り
組
み
も
高
く
評
価
で
き
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
の
英
語
教
育
は
、
文
法
や

単
語
を
定
着
さ
せ
る
た
め
の
練
習
ば
か

り
で
は
な
く
、
自
由
度
の
高
い
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
こ
れ
ま
で
以
上
に
体

験
さ
せ
て
あ
げ
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

小
・
中
学
生
の
時
期
に
お
け
る
豊
か

な
体
験
は
、
外
国
語
学
習
の
動
機
を
高

め
、
生
涯
に
わ
た
っ
て
主
体
的
に
粘
り

強
く
学
習
で
き
る
強
さ
と
な
り
ま
す

し
、
多
様
な
言
語
や
文
化
に
開
か
れ
た

態
度
を
も
つ
市
民
と
し
て
、
社
会
に
貢

献
で
き
る
人
を
育
て
る
こ
と
に
つ
な
が

る
と
思
い
ま
す
。

「外国語教育強化地域拠点事業」
(3 頁参照 ) 運営指導委員

小
・
中
学
校
に
お
け
る
英
語
教
育

の
意
義
や
子
ど
も
に
与
え
る
効
果

▲室積小学校で拠
点事業へ助言

　市の外国語教育の、これまでの経緯や現在の

取り組みについてご紹介しました。

　この取材を通じて、特に印象的だったことは、

小・中学校の英語の授業において、子どもたちが、

先生やクラスメイトとのコミュニケーションを

楽しんでいる様子が多く見られたことです。

　このことからは、子どもたちが英語を「学ん

でみたい！」「使ってみたい！」という意欲を

育てるため、英語を話したくなる場面や自らが

気づく場面、さらには、実際に英語を使ってお

互いの考えや気持ちを伝え合う場面をできるだ

け多く取り入れようとする各学校の考え方や想

いを感じることができました。

　一方で、とりわけ、小学校においては、低学

年や中学年についても外国語教育に取り組むこ

ととなったため、より良い授業の進め方などに

向けての試行錯誤が重ねられています。

　そのため、毎月、教員を対象とした研修も開

催していますが、今後は、学校と行政が連携し、

教員を支援していきながら、「英語を学ぶ」だ

けでなく、「英語を通して学ぶ」ことができる

授業モデルを構築していくことが必要です。

　子どもたちはまちの宝であり、地域の担い手

です。外国語教育を通じて、ふるさとへの誇り

と愛着を高め、グローバル化が進んだ未来にお

いても輝くことができる「光っ子」を、皆さん

とともに育んでいきたいと思います。

夢と希望にあふれ　未来に輝く「光っ子」

イングリッシュプラン光の
　　　　　　　　　   “ これから ”
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　光市立地適正化計画（案）、光駅周辺地区拠点整備基本構想（案）について、平成 30 年 12 月 10 日㈪か
ら平成 31 年 1 月 10 日㈭までの期間にパブリックコメントを実施しました。お寄せいただいたご意見の概
要および市の考え方をお知らせします。

パブリックコメントの実施結果をお知らせします

▪提出者数／件数…2 人／ 13 件　▪提出方法…電子メール（1 人）、窓口に持参（1 人）　
▪提出区分…市内に住所がある個人　

▪提出者数／件数…1 人／ 6 件　▪提出方法…窓口に持参
▪提出区分…市内に住所がある個人

■光市立地適正化計画（案）

■光駅周辺地区拠点整備基本構想（案）

ご意見 市の考え方

計画（案）の中で同じようなことが繰り返し書か
れているが、これは市民の理解を深めるためか。

❖ 立地適正化計画は、国において平成 26 年に創設された比較的新しい制度である
ため、皆様のご理解を深めていただくために丁寧な記述に努めています。

▶

市民に向けた計画（案）としては、難しい単語が
多い。

❖ 行政としての説明責任や市民参画促進等の観点から、分かりやすく、かつ、適
切な情報提供は重要と考えています。
本計画は法定計画であり、専門性のある単語を用いている箇所がありますが、
ご意見の趣旨を踏まえ、計画書に用いている用語の解説などを含む計画書の資
料編を作成します。

▶

❖ 市民アンケート調査について、クロス集計などの、
より詳細な分析が必要である。

市民の皆様からの貴重なご意見であるアンケート調査の分析は重要と認識して
おり、このたびのアンケート調査結果についても、様々な集計・分析を行い、
その結果を踏まえて計画づくりを行いました。
計画書には結果の概要のみを記載していますが、より詳しいアンケート調査結
果については、別途、ホームページで公表しています。

▶

❖ 第４章に「住宅及び都市機能増進施設の立地の誘
導」とあるが、具体的にどのようにして誘導する
のかについて、記述する必要がある。

第５章「誘導施策」で、「誘導施策を事前明示することにより、市民や民間事業
者の選択肢を広げて、緩やかに誘導を図る」との基本的な考え方とともに、都市
機能を誘導するための施策の展開例をお示ししています。
なお、居住を誘導するための施策については、2020 年度を目途に検討する居住
誘導区域とあわせて検討することとしています。

▶

❖ まちづくりへの提言として、企業誘致や人を呼び
込む際に、光市は安全・安心な地であることを最
大のセールスポイントとするべき。

市では、「安全・安心都市宣言」の理念を基本として、まちづくりに取り組んで
います。また、人口減少が加速する中、「しごと」の創生や「ひと」の呼び込み
は重要な課題と考えており、第 2次光市総合計画においても、特に重点的かつ
戦略的に取り組むべき政策の一つと位置付けて、取組みを推進しています。
ご提言は今後の取組みの参考とさせていただきます。

▶

❖ アンケートだけではなく、説明会・意見交換会な
どを開いて、市民の意見を聴いて欲しい。
また、パブリックコメントについて、意見が出な
いことが多いが、意見を出してもらうための手法
も検討されたい。

協働によるまちづくりに向けて、市民参画機会の確保・充実は重要と考えてお
り、このたびの計画作成にあたっては、アンケート調査やパブリックコメント
のほか、説明会を開催しました。
ご提言の趣旨を踏まえ、今後も市民参画機会の確保・充実に努めながら、市民
の皆様とともにまちづくりを推進してまいります。

▶

ご意見 市の考え方

公共施設の多機能化の視点で整備を。（子育て支援、
観光など）

❖ 市では、公共施設の新規整備を行う場合には、施設の複合化や機能集約等を促
進する考えを「光市公共施設等総合管理計画」においてお示ししています。今
後、本基本構想を踏まえた具体的な整備計画となる基本計画等を策定していく
中で、公共施設の複合化や様々な施策等との連携も含め、検討してまいります。
ご意見は、今後の取組みの参考とさせていただきます。

▶

❖ にぎわいの創出に向けて電車利用の促進を。 ご意見のように、本地区における電車をはじめとした公共交通の利用者が増え
ることは、本地区のにぎわい創出につながるものと考えています。本基本構想
においても、「光市地域公共交通網形成計画」に基づく取組みとの連携のもと、
多様な交通の円滑な連携・接続とともに、利用しやすい交通環境づくりなど、
電車利用の促進にも資する環境整備を進めていくことにしています。
ご意見は、今後の取組みの参考とさせていただきます。

▶

問都市政策課都市計画係　☎ 0833-72-1574
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ご意見 市の考え方

防災の視点で駅の橋上化に賛成。駅舎から虹ケ浜
が見える形での整備を。

❖ JR 光駅の橋上化については、本基本構想において「短期の取組みの一例」とし
て掲げており、鉄道事業者との連携のもと、鋭意取り組んでまいります。また、
光駅から虹ケ浜海岸までの一体感や連続感は本市の特性から欠かせない視点と
考えており、その視点を踏まえたふさわしい整備のあり方は、今後、基本計画
等の策定過程において検討していくことにしています。
ご意見は、今後の取組みの参考とさせていただきます。

▶

災害時に必要な交番の標高（海抜）が低いため、橋
上化と一体的に解決を。

❖ 交番は、地区の住民や利用者の安全・安心に重要な役割を果たしており、今後
も本地区に必要な機能と考えています。現在は、南口の駅前広場の一角に立地
していますが、今後、駅前空間の機能の再配置を検討することとしており、そ
の中で、望ましい交番の立地のあり方についても、関係機関との連携のもと、
必要に応じて検討してまいります。

▶

❖ 整備にあたっては、海の見える自習室や自由通路
での光市の PR、周辺景観の向上などについて検討
してほしい。

本地区にふさわしい具体的な機能と、その整備のあり方については、基本構想
での位置付けを踏まえ、今後、基本計画等の策定過程において検討していくこ
とにしています。検討にあたっては、本市、本地区の特性を活かした魅力あふ
れる拠点整備に努めてまいります。
ご意見は、今後の取組みの参考とさせていただきます。

▶

❖ 地図や凡例など、不鮮明な画像等の修正を。 ホームページに掲載する際にデータ容量の関係から不鮮明になっており、一部
見にくい部分がありました。全体を通して画像の再点検を行い、可能な限り鮮
明な画像等に修正を行うとともに、今後はホームページへの掲載方法について
も注意してまいります。

▶

❖ 光駅前交番は立ち番などを行っておらず、安心し
て駅周辺を利用できる状況との記載は間違ってい
るのでは。

光駅前交番が立地することにより、利用者や住民の安全・安心の拠り所となっ
ており、身近な不安を解消する機能を果たしているものと考えています。
本記載は、このままとさせていただきます。

▶

❖ 関係者の意向や周辺の状況などをしっかり調査し
た上で整備を進めてほしい。

ご意見のとおり、整備にあたっては、関係者のご意向はもとより、人や交通の
動線、駅等の利用状況、周辺環境の動向など、多角的な視点から必要な調査を
行い、求められる都市空間の姿を総合的に見極めながら進めてまいります。

▶

❖ 移動の安全性を高める機能やデザインの実現は、
中・長期の取組みの位置付けでよいのか。

中・長期の取組みは、単に短期の取組みの後に実施するという位置付けだけで
はなく、関わるエリアが広いため、中・長期的な視点を持って事業化までの検
討を深めていく取組みを位置付けています。一方で、ご意見のような安全・安
心の視点は、すべての整備の基本となるものであり、短期の取組みにおいても
同時に検討・実施していくことが求められるため、安全・安心に関する取組み
をまとめて分離し、「本地区の将来構想図」の一部見直しを行いました。

▶

❖「生活の質を高める多様な都市機能の誘導」はど
のように取り組んでいくのか。

都市機能の誘導については、行政施設等の公共が主体になるものと、商業施設
などの民間が主体になるものが考えられます。本拠点整備においては、公共だ
けでなく “民間力” にも着目しており、取組みの一例にも「民間と行政が連携
した施設整備や機能誘致の検討」を位置付けています。今後、民間事業者等と
の対話を出発点に、官民が連携して、本地区に必要な都市機能の誘導・整備を
進めてまいりたいと考えています。

▶

❖「本地区の将来構想図」中にある A・B・Cの記載
は実現可能か。

ご意見の A・B・Cの記載は、駅近接エリアの整備に向けたコンセプトであり、
その具体化の取組みを「短期の取組みの一例」として掲げています。従って、
これらの取組みをもって実現に向けて努めてまいりたいと考えています。なお、
ご意見を踏まえ、A・B・Cの記述が＜駅近接エリアの整備コンセプト＞である
ことを明示するとともに、「本地区の将来構想図」の一部見直しを行いました。

▶

❖ 複数の機能を集約するためのスペースが確保でき
るのか。

南北の駅前空間においては、駐車場、駐輪場をはじめ、市有地だけでも一定の
活用可能な敷地を有しているとともに、土地の高度利用化といった工夫によっ
ても、機能の集約に活用可能な空間を創出できるものと考えています。今後、
駅前空間の機能の再配置を検討していく中で、本基本構想の実現に資する機能
の集約については、必要なスペースとして確保してまいりたいと考えています。

▶

❖ 自然を残し、開発のための開発にならないよう注
意してほしい。

整備の基本的な方向性の一つに、「人がつどう～心やすらぐ 癒しと活気が共存す
る 魅力空間づくり～」を掲げており、虹ケ浜海岸をはじめとした本市の貴重な
財産である自然を活かした整備を進める考えをお示ししています。本拠点整備
においても、「自然敬愛都市宣言」のまちとして、自然と都市の調和を体現して
いくことを目指しています。

▶
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お子さんの予防接種はお済みですか

問健康増進課（あいぱーく光）　☎ 0833-74-3007

□
対
象
予
防
接
種

　

予
防
接
種
法
に
基
づ
く
定
期
の

予
防
接
種
（
Ｈ
ｉ
ｂ
感
染
症
・
小

児
の
肺
炎
球
菌
感
染
症
・
B
型
肝

炎
・
Ｂ
Ｃ
Ｇ
・
麻
し
ん
風
し
ん
・

水す
い
と
う痘

（
み
ず
ぼ
う
そ
う
）・
日
本
脳

炎
・
二
種
混
合
・
三
種
混
合
・
４

種
混
合
・
ヒ
ト
パ
ピ
ロ
ー
マ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
・
不
活
化
ポ
リ
オ
）

□
「
子
ど
も
予
防
接
種
週
間
」

協
力
医
療
機
関

　
「
子
ど
も
予
防
接
種
週
間
」
に

合
わ
せ
、
市
内
の
医
療
機
関
の
一

部
で
、
土
曜
日
に
予
防
接
種
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
詳
し
く

は
、
下
表
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

※
予
防
接
種
を
希
望
す
る
人
は
、

事
前
に
医
療
機
関
に
実
施
日
・
受

付
時
間
・
予
約
の
有
無
な
ど
を
ご

確
認
く
だ
さ
い
。

　

３
月
１
日
㈮
か
ら
３
月
７
日
㈭
ま
で
は「
子
ど
も
予
防
接
種
週
間
」で
す
。

こ
の
機
会
に
子
ど
も
に
対
す
る
予
防
接
種
を
改
め
て
確
認
し
、
入
園
や
入

学
、
進
学
に
備
え
て
必
要
な
予
防
接
種
を
済
ま
せ
ま
し
ょ
う
。

　

左
表
の
予
防
接
種
の
接
種
期

限
は
３
月
31
日
㈰
で
す
。

　

ま
だ
受
け
て
い
な
い
人
は
、

こ
の
機
会
に
予
防
接
種
を
受
け

ま
し
ょ
う
。

■
期
限
を
過
ぎ
る
と

　

全
額
自
己
負
担
と
な
り
ま
す

ご注意ください

□
予
防
接
種
相
談

■
日
時　

3
月
2
日
㈯　

8
時
30

分
〜
17
時
15
分

■
場
所　

健
康
増
進
課
（
あ
い
ぱ

ー
く
光
）

■
内
容　

予
防
接
種
に
関
す
る
相

談
、
予
診
票
の
再
発
行

■
持
参
物　

母
子
健
康
手
帳

※
予
診
票
の
再
発
行
を
希
望
す
る

人
は
、
事
前
に
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

※
電
話
で
の
相
談
も
受
け
付
け
ま

す
。

□「子ども予防接種週間」協力医療機関一覧

医療機関名 所在地 電話番号
3月２日㈯の予防接種実施時間帯

午　後午　前

たけなか医院 室積中央町 5-5 0833-78-0074 ○

田村医院 室積大町 22-20 0833-79-1231 ○○

平岡医院 室積松原 4-7 0833-79-1500 ○

市川医院 中央三丁目 2-26 0833-72-5700 ○

広田医院 中央二丁目 15-1 0833-71-0225 ○※17 時まで○

松島こどもクリニック 光井三丁目 7-30 0833-74-2552 ○○

多田クリニック 島田一丁目 1-21 0833-74-2960 ○

ひかり皮フ科クリニック 木園一丁目 8-3 0833-74-1112 ○

守友医院 浅江一丁目 17-20 0833-71-2010 ○○

佃医院 虹ケ丘一丁目 13-10 0833-71-0816 ○

みちがみ病院 光ケ丘 2-5 0833-72-3332 ○

河村循環器神経内科 三井六丁目 18-1 0833-77-0606 ○

地区

光武医院 小周防 1633-1 0833-77-3800 ○※要予約周防

三井

吉村医院 島田二丁目 4-33 0833-71-0111 ○

やまて小児科・アレルギー科 浅江一丁目 10-12 0833-72-5041 ○

室積

光井

島田

浅江

麻しん風しん
第２期

二種混合

予防接種名 対象

年長児

小学６年生
※4 月以降も、
　13歳の誕生日
　前日まで接種
　可。
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市営住宅の入居者を募集します

問建築住宅課住宅係　☎0833-72-1566

□
入
居
資
格

①
市
町
村
税
を
完
納
し
て
い
る
人

②
同
居
の
親
族
が
あ
る
人
（
単
身

　

世
帯
向
け
住
宅
へ
の
申
し
込
み

　

は
一
定
の
要
件
が
あ
り
ま
す
）

③
公
営
住
宅
法
で
定
め
る
収
入
基

　

準
に
該
当
す
る
人

④
現
に
住
宅
に
困
窮
し
て
い
る
こ

　

と
が
明
ら
か
な
人

⑤
入
居
者
お
よ
び
同
居
し
よ
う
と

　

す
る
親
族
が
暴
力
団
員
に
よ
る

　

不
当
な
行
為
の
防
止
等
に
関
す

　

る
法
律
第
２
条
第
６
号
に
規
定

　

す
る
暴
力
団
員
で
な
い
人

⑥
当
選
の
連
絡
を
受
け
て
か
ら
、

　

30
日
以
内
に
入
居
手
続
き
を
済

　

ま
せ
て
入
居
で
き
る
人

※
市
外
在
住
の
人
も
申
し
込
み
が

で
き
ま
す
。

□
申
込
方
法　

建
築
住
宅
課
に
備

え
付
け
の
申
込
書
に
必
要
事
項
を

記
入
し
、
印
鑑
を
持
参
の
上
、
ご

提
出
く
だ
さ
い
。

□
受
付
期
間　

２
月
25
日
㈪
〜
３

月
８
日
㈮　

８
時
30
分
〜
17
時
15

分※
土
・
日
曜
日
を
除
く

□
抽
選
日
時
／
場
所　

３
月
18
日

㈪　

10
時
／
市
役
所

■一般世帯向け住宅　※単身での申し込み不可

※優先枠は、高齢者世帯などを対象に、一般世帯より優先して抽選できる住宅です。

■単身世帯向け住宅

住宅名 間取り号数 建築年度 家賃 浴槽 エレベ
ーター一般枠 優先枠

2 棟 204 号
3DK 平成 5 21,600 円～ 42,500 円

領家台
（島田六丁目）

4棟 203 号
6棟 103 号
6棟 302 号
7棟 201 号

○
○

○

○
○
○

○

○

○

○
○

○

○

○

○
○

○

○
○

○
○

○
○
○
○

○ ○
○ ○

○
○
○
○
○
○
○

3 棟 102 号
3棟 109 号
3棟 401 号

5棟 306 号
1棟 303 号
2棟 303 号
3棟 103 号
3棟 301 号
3棟 304 号
4棟 101 号
4棟 303 号

3DK

3DK

3DK
3DK
3DK
3DK
3DK
3DK

3LDK
3LDK

3DK
3DK
3DK
3DK
3DK
3DK

22,700 円～ 44,600 円
23,200 円～ 45,600 円
21,900 円～ 43,000 円
21,900 円～ 43,000 円
23,000 円～ 45,200 円

28,100 円～ 55,100 円
27,800 円～ 54,700 円

28,500 円～ 56,000 円

14,400 円～ 28,400 円
14,400 円～ 28,400 円
14,000 円～ 27,400 円

14,600 円～ 28,700 円

平成 5
平成 5
平成 6
平成 6
平成 6

平成 21

平成 1
平成 1

平成 3
平成 3

平岡台
（浅江二丁目）

305 号
○

平成 15 27,700 円～ 54,400 円 ○ ○

1 棟 302 号

310 号

5棟 205 号

3LDK
3LDK

3LDK

平成 15

平成 18
平成 21

平成 3
平成 3
平成 3

平成 16
平成 18

27,700 円～ 54,400 円

28,100 円～ 55,100 円

28,500 円～ 56,000 円

14,000 円～ 27,400 円
14,000 円～ 27,400 円
14,600 円～ 28,700 円

○
○
○

○

○
○
○

○

緑町
（浅江七丁目）

中岩田
（大字岩田）

住宅名 間取り号数 建築年度 家賃 浴槽一般枠 優先枠 エレベ
ーター

3 棟 304 号
5棟 101 号

○
○
○

○
○

○

20,800 円～ 40,800 円
21,700 円～ 42,700 円

平岡台
(浅江二丁目 ) ○404 号

22,100 円～ 43,400 円
○
○

緑町
（浅江七丁目）

2DK 平成 15

2DK
2DK 平成 18

平成 21

207 号 ○ 2DK 平成 15 20,800 円～ 40,800 円 ○ ○
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市内各地で開催されたイベントや出来事をご紹介します

広報・シティプロモーション推進室が取材した行事などは、
ふぉとde ひかりやひかりチャンネルでも紹介しています。
※写真右下に配置しているQRコードを読み取ることで、各イベントの写真を見ることができます。
※ QRコードの読み取りに使用するアプリによっては、認識しにくい場合があります。

◀ふぉとde ひかりQRコード

ひかりチャンネル QRコード▶

「松岡洋右肖像画」贈呈式
1 月 29 日㈫　市役所

総合防災訓練
1 月 27 日㈰　大和総合運動公園

1 月 25 日㈮　石城神社ほか
文化財の防火診断

　光地区消防組合が、「文化財防火デー」（1月
26日）に合わせて、旧伊藤博文邸や石城神社本
殿、賀茂神社の銅鐘などの文化財の防火診断を
行いました。
　冬から春にかけては、火災が発生しやすい時
季であることから、特に建物の構造や通報装置、
消火設備などを念入りに点検していました。

　岩田・三輪地区の住民やボランティア、関係
機関など約 300人が参加しました。
　平成 30年 7月豪雨を教訓とした実践的な訓
練のほか、光地区消防組合や陸上自衛隊、光総
合病院災害派遣医療チームなどが、倒壊家屋か
らの住民の救出から応急措置までの対応を披露
し、参加者と災害対応の認識を共有しました。

　元光市長の松岡滿壽男さんから、大叔父にあ
たる元外務大臣松岡洋右の肖像画を寄贈いただ
きました。
　現在、文化センターで開催している常設展「人
物の表現」（4月14日㈰まで）で一般公開して
いますので、ぜひ、実物をご覧いただきたいと
思います。
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浅江中学校の大臣表彰受賞報告
2月 13 日㈬　市役所

市川市長が 1 月に参加した行事の一部を紹介します。市長『わ』日記

対話 調和 誠実 親切人の輪 「やさしさひろがる
  幸せ実感都市  ひかり」

✿詳しくは （http://www.city.hikari.lg.jp）をご覧ください。

1 8日㈫
　光地区消防組合年頭視閲式
2 19 日㈯
　第 15 回光市女性のつどい
3 20 日㈰
　第 64 回光市駅伝競走大会

2月 9日㈯　市役所

2月 1日㈮　市役所ほか

　国が進める「対日理解促進交流プログラム」
の一環として、インドネシアの若手行政官 5人
が光市を訪問しました。
　市職員とまちづくりや市民サービスなどにつ
いて意見交換を行ったほか、カンロ㈱ひかり工
場や伊藤公資料館、ふるさと郷土館を見学し、
本市の産業や歴史などへの理解を深めました。

　市内三高校の生徒 21人が、光市の人口問題
などをテーマに市議会議員と意見交換をしまし
た。
　起業支援や空き家活用などの若者の定住につ
ながる取り組みのアイデアを発表するとともに、
まちの魅力やその発信方法などについて提案を
行いました。

インドネシア若手行政官の訪問

第4回高校生との意見交換会

　浅江中学校のコミュニティ・スクール活動が、
第 12 回キャリア教育優良教育委員会、学校及
び PTA 団体等文部科学大臣表彰で文部科学大
臣表彰を受賞、第 19 回環境美化教育優良校等
の表彰で協会会長賞を受賞しました。
　生徒代表は市長に「浅江の良き伝統に新しさ
を加えながら継続していきたい」と話しました。

1 2 3

15
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ファミリー・サポート・センターを利用してみませんか

　育児の手伝いを受けたい人（依頼会員）と行いたい人
（協力会員）が、お互いに会員になって、地域で子育て
を支えあう相互援助活動を行う制度です。

問ひかりファミリー・サポート・センター（あいぱーく光）　☎ 0833-74-3016

ファミリー・サポート・センターとは □
会
員
の
種
類

◆
依
頼
会
員　

市
内
在
住
ま
た

は
通
勤
し
て
お
り
、子
ど
も（
生

後
3
カ
月
以
上
の
乳
幼
児
〜
小

学
生
）
を
育
て
て
い
る
人

◆
協
力
会
員　

市
内
在
住
で
、

子
ど
も
を
自
宅
で
預
か
る
こ
と

が
で
き
る
20
歳
以
上
の
健
康
な

人※
資
格
、
経
験
、
性
別
は
問
い

ま
せ
ん
。

※
依
頼
会
員
も
兼
ね
た
両
方
会

員
に
も
な
れ
ま
す
。

□
主
な
援
助
内
容

■
保
育
施
設
や
学
童
保
育
、
子

ど
も
の
習
い
事
な
ど
へ
の
送
迎

■
保
育
施
設
や
学
校
な
ど
の
開

所
時
間
前
や
終
了
後
の
預
か
り

■
学
校
行
事
や
通
院
、
冠
婚
葬

祭
、
買
い
物
な
ど
外
出
の
と
き

の
預
か
り

□
利
用
料
（
登
録
料
は
無
料
）

　

５
０
０
〜
８
０
０
円
／
時
間

□
登
録
に
必
要
な
も
の

　

印
か
ん
、
子
ど
も
の
健
康
保
険

証

問市民ホール　☎0833-72-1441

2019（平成31）年度光の文化を高める会の会員募集

　

文
化
に
関
心
の
あ
る
人
な
ら

ど
な
た
で
も
入
会
で
き
ま
す
。

文
化
に
対
す
る
理
解
と
関
心
を

深
め
て
み
ま
せ
ん
か
。

□
年
会
費
（
一
人
あ
た
り
）

▪
個
人
会
員
…
１
５
０
０
円

▪
賛
助
会
員
…
５
０
０
０
円

▪
団
体
会
員
（
10
人
以
上
）
…

１
３
０
０
円

▪
老
人
ク
ラ
ブ
会
員
（
老
人
ク

ラ
ブ
連
合
会
会
員
に
限
る
）
…

９
５
０
円

□
特
典

　

左
表
主
催
事
業
の
入
場
割
引

お
よ
び
先
行
発
売
、
主
催
事
業

開
催
案
内
の
送
付

※
１
事
業
に
つ
き
、
特
典
の
適

用
は
チ
ケ
ッ
ト
１
枚
で
す
。

※
賛
助
会
員
に
は
市
民
夏
季
大

学
の
無
料
招
待
な
ど
の
特
典
も

あ
り
ま
す
。

□
有
効
期
限

　

２
０
２
０
年
３
月
31
日
ま
で

□
申
込
方
法

　

３
月
１
日
㈮
以
降
に
、
市
民

ホ
ー
ル
、
文
化
セ
ン
タ
ー
、
ふ

る
さ
と
郷
土
館
、市
役
所
受
付
、

大
和
支
所
、
各
出
張
所
で
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

□主な主催事業

6報告書
　 提出

2援助の依頼1申し込み

ひかりファミリー・サポート・センター

◀

◀◀

5利用料の支払い

【活動の流れ】

◀
4援助活動

◀

◀3事前打ち合わせ依頼会員 協力会員

◀
開催月 内容

【会員招待公演】北海道歌旅座昭和のうたコンサート

2020 年 1月

第 34 回うたごえ喫茶

ストリートダンスフェスティバル in 光

ピアノマラソン　みんなで弾こうスタインウェイ！

精華女子高等学校吹奏楽部コンサート

第 48 回市民夏季大学 ( 全 3講座 )

夏のコンサート ( 調整中 )

古典芸能公演

第 34 回市民コンサート

末延麻裕子ヴァイオリンコンサート

光市民ホール名画劇場

第 7回アラ還フェスティバル in 光

4月

5月

6月

7月

8月

9月

11 月

2月

3月

※開催日程、内容は変更になる場合があります。
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（1 月末現在）
人口数 51,280（-44）
男性数 24,474（-22）
女性数 26,806（-22）
世帯数 23,317（- 7）
※（　）内は
　前月からの増減

　「
緑
の
募
金
」
に

　
　
　

　
　
　
　 

ご
協
力
く
だ
さ
い

　

3
月
1
日
㈮
か
ら
5
月
31
日
㈮

ま
で
は
「
春
期
県
土
緑
化
推
進
運

動
」
期
間
で
す
。

　

市
緑
化
推
進
協
議
会
で
は
、
地

域
の
緑
化
活
動
や
学
校
の
環
境
緑

化
な
ど
に
活
用
す
る
た
め
、「
緑

の
募
金
」を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　

期
間
中
、
各
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー
や
市
役
所
受
付
な
ど
に
募

　
小
中
学
生
の

　
　
　
　
　 

就
学
援
助
制
度

　

市
で
は
、
経
済
的
な
理
由
に
よ

り
就
学
が
困
難
な
小
・
中
学
校
の

児
童
や
生
徒
の
保
護
者
に
学
用
品

●
開
設
日

2
月
28
日
㈭
、
3

月
11
日
㈪
、
22
日
㈮

●
時
間

20
時
ま
で

●
場
所　

市
役
所
収
納
対
策
課

●
取
扱
業
務

市
税
等
の
収
納

お
よ
び
納
付
相
談

郵
便
局
で
市
税
等
を
納
付
す

る
場
合
の
郵
便
振
替
用
紙
は
、

収
納
係
に
備
え
付
け
て
い
ま
す
。

問
収
納
対
策
課

☎
０
８
３
3
‐
７
２
‐
１
４
４
７

光市役所代表番号　☎ 0833-72-1400
※平日 8 時 30 分～ 17 時 15 分の間は、各担当
　直通の電話番号をご利用ください。

http://www.city.hikari.lg.jp/

　
春
季
火
災
予
防
運
動
を

　
　
　
　
　
　
実
施
し
ま
す

　

3
月
1
日
㈮
か
ら
7
日
㈭
ま
で

の
7
日
間
、「
春
の
火
災
予
防
運
動
」

が
全
国
一
斉
に
展
開
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
時
季
は
、
1
年
で
最
も
空

気
が
乾
燥
し
、
火
事
が
発
生
し
や

す
く
な
り
ま
す
の
で
、
火
の
元
、

火
の
取
り
扱
い
に
十
分
注
意
し
ま

し
ょ
う
。

▲緑化活動シンボル
キャラクター「やまりん」

　
所
得
税
・
市
県
民
税
の

　
　
　
　
申
告
は
お
早
め
に

　

平
成
31
年
度
当
初
に
送
付
す
る

個
人
市
県
民
税
納
税
通
知
書
が
送

達
さ
れ
た
後
に
税
務
署
な
ど
に
提

出
さ
れ
た
左
記
の
確
定
申
告
書
な

ど
に
つ
い
て
は
、
地
方
税
法
の
規

定
に
基
づ
き
、
個
人
市
県
民
税
の

税
額
計
算
に
反
映
さ
れ
ま
せ
ん
。

　

必
ず
納
税
通
知
書
の
送
達
前
に

申
告
を
し
て
く
だ
さ
い
。

●
申
告
内
容

○
特
定
配
当
所
得
の
申
告

○
特
定
株
式
等
譲
渡
所
得
の
申
告

○
上
場
株
式
等
の
損
失
繰
越
の
申
告

○
特
定
配
当
ま
た
は
特
定
株
式
等
譲

渡
所
得
に
つ
い
て
所
得
税
と
は
異
な

る
課
税
方
式
を
選
択
す
る
申
告

●
納
税
通
知
書
送
達
時
期

○
住
民
税
が
給
与
か
ら
天
引
き
さ

れ
て
い
る
人
…
５
月
中
旬

○
住
民
税
を
給
与
天
引
き
以
外
の

方
法
で
納
付
さ
れ
て
い
る
人
…
６

月
下
旬

問
税
務
課
市
民
税
係

☎
０
８
３
３
‐
７
２
‐
１
４
３
９

費
、
給
食
費
な
ど
を
支
給
し
て
い

ま
す
。

　

支
給
を
希
望
す
る
保
護
者
は
、

教
育
総
務
課
窓
口
で
申
請
し
て
く

だ
さ
い
。

※
現
在
支
給
を
受
け
て
い
る
保
護

者
、
新
入
学
児
童
生
徒
学
用
品
費

等
の
入
学
前
支
給
を
申
請
し
た
保

護
者
も
、別
途
申
請
が
必
要
で
す
。

●
申
請
期
間　

3
月
1
日
㈮
〜
4

月
26
日
㈮

●
申
請
に
必
要
な
も
の　

印
か

ん
、
預
貯
金
通
帳

問
教
育
総
務
課
経
理
係
（
教
育

委
員
会
）

☎
０
８
３
３
‐
７
４
‐
３
６
０
１

金
箱
を
設
置
し
ま
す
の
で
、
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
市
緑
化
推
進
協
議
会
事
務
局

（
農
林
水
産
課
耕
地
林
務
係
内
）

☎
０
８
３
３
‐
７
２
‐
１
５
０
９

●
全
国
統
一
防
火
標
語

「
忘
れ
て
な
い
？　

サ
イ
フ
に
ス

マ
ホ
に
火
の
確
認
」

●
県
防
火
標
語

「
防
災
の　

心
が
築
く　

火
災
ゼ

ロ
」

問
光
地
区
消
防
組
合
消
防
本
部

予
防
課　

☎
０
８
３
３
‐
７
４
‐
５
６
０
２
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ス
ポ
ー
ツ
安
全
会

　

ス
ポ
ー
ツ
安
全
会
で
は
加
入
者

が
ス
ポ
ー
ツ
活
動
中
に
け
が
を
し
た

　
な
か
よ
し
広
場

【
ト
イ
レ
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
の

　
　
　
　
　
　
　
　

  

す
す
め
方
】

　

乳
幼
児
の
排
尿
・
排
便
時
に
お

け
る
声
の
か
け
方
な
ど
に
つ
い
て

学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

●
日
時　

3
月
11
日
㈪　

10
時
30

分
〜
11
時
30
分

※
申
し
込
み
不
要

【
お
た
の
し
み
会
】

　

親
子
で
ふ
れ
あ
い
遊
び
や
手
遊

び
な
ど
を
楽
し
み
ま
せ
ん
か
。

●
日
時　

3
月
20
日
㈬　

10
時
30

分
〜
11
時
30
分

●
定
員　

40
組

●
申
込
方
法　

3
月
６
日
㈬
以
降

に
窓
口
ま
た
は
電
話
で
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

※
定
員
に
な
り
次
第
締
切

◎
対
象　

市
内
在
住
の
乳
幼
児
と

そ
の
保
護
者

◎
場
所　

あ
い
ぱ
ー
く
光

問
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
（
あ

い
ぱ
ー
く
光
）

☎
０
８
３
３
‐
７
４
‐
３
０
３
０

　
市
民
農
園
（
三
井
）

　

市
民
い
き
い
き
農
園
で
お
い
し

い
野
菜
を
育
て
て
み
ま
せ
ん
か
。

●
対
象　

農
業
者
以
外
の
市
民

（
営
利
目
的
の
利
用
は
不
可
）

●
募
集
区
画
数　

６
区
画
（
１
区

画
約
30
㎡
）　

　
未
内
定
の
新
卒
者
・

　
　

　
　
　 
既
卒
者
の
皆
さ
ん
へ

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
で
は
、
就
職
・

求
人
情
報
な
ど
を
提
供
す
る
ほ

か
、
就
職
活
動
の
進
め
方
や
不
安

な
こ
と
な
ど
の
相
談
も
受
け
付
け

て
い
ま
す
。
お
気
軽
に
お
問
合
せ

く
だ
さ
い
。

問
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
下
松

☎
０
８
３
３
‐
４
１
‐
０
８
７
０

　
総
合
労
働
相
談
コ
ー
ナ
ー

　
　
　 

を
ご
利
用
く
だ
さ
い

　

労
働
者
ま
た
は
事
業
主
か
ら
の

相
談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

●
相
談
内
容　

解
雇
、雇
い
止
め
、

配
置
転
換
、
賃
金
引
き
下
げ
な
ど

の
労
働
条
件
、
募
集
・
採
用
に
関

す
る
差
別
、
い
じ
め
、
嫌
が
ら
せ

（
パ
ワ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
を
含
む
）

な
ど

問
下
松
総
合
労
働
相
談
コ
ー
ナ
ー

（
下
松
労
働
基
準
監
督
署
内
）　

☎
０
８
３
３
‐
４
１
‐
１
７
８
０

　
相
続
登
記
は

　
　
　
　
　
お
済
み
で
す
か

　

不
動
産
（
土
地
・
建
物
）
の
登

記
名
義
人
（
所
有
者
）
が
死
亡
し

た
と
き
は
、
不
動
産
の
所
在
地
を

管
轄
す
る
法
務
局
に
相
続
登
記（
名

義
変
更
）
の
申
請
が
必
要
で
す
。

　

相
続
登
記
を
す
る
こ
と
は
、
自

分
の
権
利
を
大
切
に
す
る
と
と
も

に
、
次
世
代
の
子
ど
も
た
ち
の
た

め
に
も
な
り
ま
す
。

　

詳
し
く
は
法
務
局

（http://

houm
ukyoku.m

oj.go.jp/

）
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
山
口
地
方
法
務
局
周
南
支
局

☎
０
８
３
４
‐
２
８
‐
０
２
４
４

際
に
見
舞
金
を
支
給
し
て
い
ま
す
。

見
舞
金
は
生
活
に
支
障
が
あ
っ
た
期

間
に
応
じ
て
支
払
わ
れ
ま
す
。

●
対
象　

市
民
お
よ
び
市
内
で
活

動
す
る
人
で
、
５
人
以
上
の
団
体

●
会
費　

年
額
１
０
０
円
／
人

●
期
間　

４
月
１
日
（
４
月
１
日

以
降
の
加
入
者
は
加
入
日
）
〜

２
０
２
０
年
３
月
31
日

●
申
込
方
法　

総
合
体
育
館
、
ス

ポ
ー
ツ
館
、
各
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー（
牛
島
、伊
保
木
、中
島
田
、

塩
田
、束
荷
を
除
く
）、各
出
張
所
、

大
和
支
所
に
備
え
付
け
の
申
込
書

で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

●
申
請
受
付　

3
月
1
日
㈮
〜

問
体
育
課
（
ス
ポ
ー
ツ
館
）　

☎
０
８
３
３
‐
７
４
‐
３
６
０
５

※
応
募
は
一
人
1
区
画
ま
で

●
利
用
期
間　

４
月
1
日
〜
２
０

２
０
年
３
月
31
日

●
利
用
料　

４
１
５
０
円
／
区
画

※
野
菜
く
ず
な
ど
の
処
理
は
各
自

で
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

●
申
込
方
法　

農
林
水
産
課
に
備

え
付
け
、
ま
た
は
市

（http://

w
w
w
.city.hikari.lg.jp/

）
掲
載

の
申
込
書
に
記
入
の
上
、
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

※
申
し
込
み
多
数
の
場
合
は
抽
選

●
申
込
期
限　

３
月
８
日
㈮

問
農
林
水
産
課
農
政
係

☎
０
８
３
３
‐
７
２
‐
１
４
９
４
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不
妊
を
考
え
る
集
い

　

不
妊
に
つ
い
て
理
解
や
関
心
を

深
め
て
み
ま
せ
ん
か
。

●
日
時　

3
月
24
日
㈰　

13
時
〜

17
時

●
場
所　

県
健
康
づ
く
り
セ
ン

タ
ー
（
山
口
市
吉
敷
下
東
三
丁
目

１
‐
１
）

●
内
容　

講
演
、
不
妊
専
門
相
談

会
（
予
約
制
・
先
着
順
）

※
相
談
会
を
希
望
の
場
合
は
健
康

増
進
課
（
あ
い
ぱ
ー
く
光
）、
各

　
紙
芝
居
の
定
期
上
演

●
日
時　

３
月
16
日
㈯　

14
時
〜

15
時

●
場
所　

ゆ
ー
ぱ
ー
く
光

●
演
題　
「
海
に
落
ち
た
金
山
彦
」

（
光
井
）
な
ど

●
観
覧
料　

無
料（
入
浴
は
有
料
）

問
光
紙
芝
居
（
末
岡
）

☎
０
８
０
‐
３
８
９
１
‐
８
９
４
０

施設の
掲示板

　審議会の一員として、光市の都市づくりにつ
いて考えてみませんか。

■応募資格　市内在住の 18 歳以上で、市の他
　の審議会や協議会などに公募委員として委嘱
　されていない人
■募集人数　１人
■任期　4月15日～2021年4月14日（2年間）
■応募方法　「光市の都市づくりに関する意見・
　提言」を 400 字程度にまとめ、住所、氏名、
　生年月日、性別、職業、電話番号を記入の上、
　持参、郵送、FAX、E メールのいずれかでご
　提出ください。
■応募期限　3 月 11 日㈪　17 時（必着）
■選考　提出された意見・提言を審査の上、委
　員を決定します。

都市計画審議会の
委員を募集します

■提出先・問合せ　都市政策課都市計画係
　〒 743-8501　光市中央六丁目 1-1
　☎ 0833-72-1574　℻ 0833-72-3478
　 toshi@city.hikari.lg.jp

　
給
食
試
食
会

●
日
時　

３
月
19
日
㈫　

10
時
30

分
〜
12
時

●
場
所　

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

●
対
象　

５
人
以
上
の
団
体

※
全
団
体
合
計
で
40
人
を
限
度
と

し
、
申
し
込
み
多
数
の
場
合
抽
選

●
内
容　

施
設
見
学
、
調
理
動
画

視
聴
、
給
食
に
関
す
る
講
話
、
給

食
の
試
食

●
参
加
費　

２
８
０
円
／
人

●
献
立　

小
コ
ッ
ペ
パ
ン
、
り
ん

ご
ジ
ャ
ム
、
は
な
っ
こ
り
ー
の
ペ

ペ
ロ
ン
チ
ー
ノ
、
秋
吉
台
高
原
牛

コ
ロ
ッ
ケ
、
じ
ゃ
こ
サ
ラ
ダ
、
牛

乳※
献
立
は
変
更
と
な
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。

●
申
込
方
法　

3
月
4
日
㈪
ま
で

に
団
体
名
、
代
表
者
名
、
参
加
人

数
、
電
話
番
号
を
電
話
ま
た
は
Ｆ

Ａ
Ｘ
で
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

問
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

☎
０
８
３
3
‐
７
２
‐
０
０
５
０

℻
０
８
３
３
‐
７
２
‐
６
９
９
５

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
に
備
え

付
け
の
申
込
書
ま
た
は
電
話
で
3

月
15
日
㈮
ま
で
に
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

●
参
加
費　

無
料

問
県
こ
ど
も
政
策
課

☎
０
８
３
‐
9
３
3
‐
2
９
4
７

★
室
積
を
歩
く
水
彩
画
70
展

●
会
期　

３
月
６
日
㈬
〜
27
日
㈬

●
展
示
者　

兼
森
俊
充
さ
ん

◎
入
館
料　

２
５
０
円
／
団
体

（
20
人
以
上
）
２
０
０
円
（
高
校

生
以
下
・
障
害
者
手
帳
持
参
の
人

と
介
護
者
１
人
は
無
料
）

◎
休
館
日　

毎
週
月
曜
日
（
祝
日

の
場
合
は
翌
日
）、
第
１
火
曜
日

●都市計画審議会とは
　土地利用規制や主要な都市施設の計画など、都市計画に関
することを審議する市長の諮問機関です。
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◎
休
園
日　

第
２
・
第
４
水
曜
日

★
第
23
回
松
涛
窯
作
品
展

●
日
時　

3
月
15
日
㈮
〜
17
日
㈰

　

9
時
30
分
〜
16
時
（
17
日
は
15

時
30
分
ま
で
）

●
場
所　

研
修
室

★
春
蘭
・
雪
割
草
遅
咲
き
展

●
日
時　

3
月
23
日
㈯
、
24
日
㈰

　

9
時
〜
17
時（
24
日
は
16
時
ま
で
）

●
場
所　

研
修
室

◎
休
館
日　

毎
週
月
曜
日

★
野
菜
た
っ
ぷ
り
料
理
教
室

●
日
時　

３
月
27
日
㈬　

10
時
〜

13
時

●
内
容
／
講
師　

春
野
菜
を
お
い

し
く
食
べ
る
レ
シ
ピ
／
櫻
岡
美
智

子
さ
ん
（
ゆ
る
ベ
ジ
ジ
ュ
ニ
ア
イ

ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
）

●
対
象　

ど
な
た
で
も
（
小
学
生

以
下
は
保
護
者
同
伴
）

●
募
集
人
数　

先
着
16
人

●
参
加
費　

１
０
０
０
円
（
材
料

費
な
ど
）

★
い
ち
ご
ス
イ
ー
ツ
づ
く
り
教
室

　

光
市
産
の
い
ち
ご
を
使
っ
た
ス

イ
ー
ツ
を
作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

●
日
時

1
３
月
23
日
㈯　

10
時
〜
12
時

2
３
月
24
日
㈰　

10
時
〜
12
時

●
内
容
／
講
師　

1
い
ち
ご
の
大
福
と
ワ
ッ
フ
ル
づ

く
り
／
光
市
生
活
改
善
実
行
グ
ル

ー
プ
連
絡
協
議
会

2
い
ち
ご
パ
フ
ェ
づ
く
り
／
生
田

麻
衣
さ
ん
（
菓
子
処
ゆ
め
味
咲
）

◎
持
参
物　

エ
プ
ロ
ン
、
三
角

巾
、
マ
ス
ク
、
筆
記
用
具

※
子
ど
も
の
参
加
者
は
、
上
靴
を

持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

◎
申
込
方
法　

3
月
17
日
㈰
ま
で

に
電
話
ま
た
は
里
の
厨
に
備
え
付

け
の
申
込
用
紙
に
必
要
事
項
を
記

入
の
上
、
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。

※
電
話
の
場
合
は
、
参
加
者
の
住

所
、
氏
名
（
ふ
り
が
な
）
、
電
話

番
号
、
年
齢
（
小
学
生
以
下
の
場

合
）
を
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

みあげれば

3月 10日㈰ 13時 30分～
一般 1,000円  小中高生 300円

光市民ホール

こいのぼり
“復幸” を目指す宮城県女川町の中学生が紡いだ５・７・５
がれきの上に

◎
休
館
日　

毎
週
月
曜
日
、
祝

日
、
第
１
火
曜
日

★
水
彩
画
教
室
作
品
展

　

文
化
セ
ン
タ
ー
で
開
講
し
て
い

る
水
彩
画
教
室
の
受
講
生
29
人
に

よ
る
作
品
展
で
す
。

●
会
期　

２
月
28
日
㈭
〜
3
月
3

日
㈰

★
文
化
教
室
受
講
生
募
集

　

文
化
セ
ン
タ
ー
で
開
講
し
て
い

る
文
化
教
室
の
新
年
度
受
講
生
を

次
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

　

詳
し
く
は
文
化
セ
ン
タ
ー

（http://w
w
w
.hikari-bunka.

or.jp/bunka/

）
を
ご
覧
い
た
だ

く
か
、
電
話
で
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

●
募
集
す
る
教
室　

絵
画
、
水
彩

画
、
彫
塑
、
陶
芸　

●
申
込
方
法　

3
月
1
日
㈮
以
降

に
電
話
ま
た
は
文
化
セ
ン
タ
ー
窓

口
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
事
前
見
学
も
で
き
ま
す
。

◎
休
館
日　

毎
週
火
曜
日

★
第
７
回

　
　
　

ロ
ッ
ジ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

●
日
時　

3
月
21
日
㈷　

10
時
〜

13
時
30
分
（
小
雨
決
行
）

●
内
容　

木
工
・
生
花
教
室
作
品

展
示
、
お
茶
席
、
健
康
体
操
、
無

料
体
験
コ
ー
ナ
ー
（
勾
玉
作
り
、

ピ
ザ
・
豚
汁
・
綿
菓
子
作
り
、
親

子
糸
の
こ
工
作
、
竹
と
ん
ぼ
作
り
）

●
対
象　

卵
・
乳
・
小
麦
ア
レ
ル

ギ
ー
の
な
い
人
（
小
学
生
以
下
は

保
護
者
同
伴
）

●
募
集
人
数　

両
日
と
も
先
着
10

人●
参
加
費　

８
０
０
円
／
人
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問合せ　健康増進課（あいぱーく光）
　　　　☎0833-74-3007

質
の
良
い
睡
眠
の
た
め
の
工
夫

　

日
々
の
活
動
は
、
良
い
睡
眠

が
支
え
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、

そ
の
睡
眠
の
質
の
良
否
は
、
睡

眠
環
境
や
起
き
て
い
る
間
の
生

活
習
慣
な
ど
に
左
右
さ
れ
る
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
ず
、
起
床
後
に
朝
の
光
を

浴
び
る
こ
と
で
体
内
時
計
を
調

整
し
ま
す
。
目
覚
め
に
く
い
人

は
朝
の
光
を
浴
び
、
朝
食
を
し

っ
か
り
と
摂と

り
、
体
を
活
動
モ

ー
ド
に
切
り
替
え
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
十
分
な
睡
眠
を
と
っ

て
い
る
の
に
熟
睡
感
が
な
い
人

は
睡
眠
環
境
を
見
直
し
ま
し
ょ

う
。
室
内
を
快
適
な
温
度
や
湿

度
に
保
ち
、
音
は
で
き
る
だ
け

遮
断
し
て
、
光
は
暖
色
系
に
、

不
安
に
な
ら
な
い
程
度
に
暗
く

し
ま
し
ょ
う
。

　

さ
ら
に
、
夜
な
か
な
か
眠
く

な
ら
な
い
人
は
、
眠
く
な
る
ま

で
待
っ
て
か
ら
床
に
つ
く
の
も

一
つ
の
手
で
す
。
い
つ
も
と
同

じ
時
間
に
起
き
て
、
眠
り
の
リ

ズ
ム
を
整
え
ま
し
ょ
う
。

　ストレスを抱えていると、睡眠の妨げに
なることがあります。市 （下記参照）掲
載の「こころの体温計」では、簡単な質問
に答えるだけでストレス度や落ち込み度の
チェックができます。
　下記 QR コードからもアクセスできます
ので、お気軽にご利用ください。

ストレスチェックをしませんか

◀ストレス度などがイラストで表示
　されます。
　また、結果と併せて相談機関の情
　報も表示されますので、お役立て
　ください。

◀

こころの体温計
https://fishbowlindex.jp/

　  hikari/ ▲ QR コード
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育児相談
歯の健康相談
1歳児お誕生相談
2歳児お誕生相談

癒しのカウンセリング
（前日午前中までに要予約）

周防コミュニティセンター

あいぱーく光

島田コミュニティセンター

あいぱーく光

05 日㈫　09:30 ～ 11:00

7 日㈭　13:30 ～ 14:30

20 日㈬　09:30 ～ 11:00

持参物 : 母子健康手帳
※1歳児、2歳児お誕生相談は
　歯ブラシ、案内用紙が必要

育
児

健
康

行事名 日時 場所 その他

食育相談（要予約） あいぱーく光19 日㈫　 9:00 ～ 15:00 持参物 : 母子健康手帳（妊婦、乳幼児）

健康相談（要予約） あいぱーく光12 日㈫　 9:00 ～ 15:00 持参物 : 健康手帳（お持ちの人）

内容 : 臨床心理士による
内容 : 心の健康相談

成人歯科健診
ふれあい歯科健診
（ふれあい歯科健診は要予約）

7 日㈭　13:30 ～ 14:30 あいぱーく光

26 日㈫　13:30 ～ 15:30

22 日㈮　 9:30 ～ 11:00 浅江コミュニティセンター

対象 : 成人歯科健診…乳幼児の
           保護者、妊産婦、40歳以
            上の市民
　　  ふれあい歯科健診…何らか
             の 障害をお持ちの人
持参物 : 母子健康手帳（妊婦）
　　　   健康手帳（お持ちの人）
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人権推進課
☎0833-72-1459

生活安全課市民相談係
☎0833-72-1452
社会福祉協議会
☎0833-74-3020

青少年センター
☎0833-72-2245

相談の種類 内容 日時 問合せ
国などの行政機関に対す
る意見、要望など

生活上の心配ごとなど 

人権問題についての相談
など

教育、学校生活に関する
相談など（電話相談）

相談受付電話
☎0120-72-3749

場所

月～金曜日　8時 30 分～ 19 時
※祝日を除く、水曜日は 17 時 15 分まで

行政

心配

人権

行政相談

徳山年金事務所
☎0834-31-2152

年金事務所職員による
年金出張相談

市役所 3階
会議室

13 日㈬　
9時 30 分～ 12 時、13 時～ 15 時 30 分

※要予約年金 年金相談

教育相談

地域包括支援センター
☎0833-74-3002

もの忘れ、健康、介護に
関する相談など あいぱーく光毎週水曜日（祝日を除く）　

9時～ 12 時、13 時 30 分～ 15 時 30 分
※要予約もの もの忘れ相談

人権相談

心配ごと
相談

あいぱーく光
7日㈭                     　  9 時～ 12 時
14 日㈭、28 日㈭   　  9 時～ 12 時

大和支所

大和支所

大和支所

7日㈭                       　9 時～ 12 時

7日㈭                      　 9 時～ 12 時
あいぱーく光28 日㈭                       　9 時～ 12 時

21
（祝）

20
（水）

19
（火）

18
（月）

17
（日）

16
（土）

23
（土）

25
（月）

もの（下表参照）

もの（下表参照）

22
（金）

人権行政 （下表参照）

●育児・1歳児お誕生・2歳児お誕生・
歯の健康相談（9時 30 分～、島田コミュ
ニティセンター）
●なかよし広場（10 時 30 分～、あいぱ
ーく光）

●第 7回ロッジフェスティバル（10 時
～、周防の森ロッジ）

●育児・1歳児お誕生・2歳児お誕生・
歯の健康相談（9時 30 分～、浅江コミュ
ニティセンター）
●夜間収納相談窓口（20時まで、市役所）

●食育相談（9時～、あいぱーく光）
※要予約 ☎0833-74-3007
●給食試食会（10 時 30 分～、学校給食
センター）

●豆腐づくり教室（10 時～、里の厨）
●第 23 回松涛窯作品展（9時 30 分～、
冠山総合公園 )

●春蘭・雪割草遅咲き展（9時～、冠山
総合公園）
●いちごスイーツづくり教室（10 時～、
里の厨）

●野菜たっぷり料理教室（10時～、里の厨）
●パソコン学習会（13 時 30 分～、地域
づくり支援センター）

30
（土）

29
（金）

31
（日）

●夜間収納相談窓口（20時まで、市役所）

●第 23 回松涛窯作品展（9時 30 分～、
冠山総合公園 )

24
（日）

●春蘭・雪割草遅咲き展（9時～、冠山
総合公園）
●いちごスイーツづくり教室（10 時～、
里の厨）

26
（火）

●癒しのカウンセリング（13時 30分～、
あいぱーく光）※要予約　☎0833-74-3007
●水道夜間支払窓口（21時まで、水道局）

27
（水）

28
（木）
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急病で困ったときは

■場所　あいぱーく光内
　　    （光市光井二丁目2-1）

■診療時間　9時～ 17 時
□受付　9時～ 11 時 30 分
　　　13時～ 16 時 30 分
■持参物　健康保険証、
　　　　診療代、お薬手帳
■問合せ　☎0833-74-1399

✿周南地域休日・夜間こども急病センター
■場所　徳山中央病院内（周南市孝田町 1-1）
■診療時間（夜間診療は休日を含みます。）　
　【夜間】19時～ 22 時（受付 21 時 30 分まで）
　【休日】9時～ 17 時（受付 16 時 30 分まで）
■対象　0歳～ 15 歳までの内科的疾患
■問合せ　☎0834-28-9650

✿小児救急医療電話相談
■相談時間　19時～翌日 8時
■対象　15歳未満の子ども
■問合せ　☎083-921-2755
※プッシュ回線の固定電話、携帯電話は ☎♯8000

休日診療所
3 月の
診療日

診療科目（※）
内科系 外科系

3 日㈰

21 日㈷

17 日㈰

10 日㈰

内科

内科

内科

耳鼻科

外科

外科

24日㈰

31 日㈰ 皮膚科

内科

※変更する場合があります。
ご確認の上、受診してください。

内科（小児科）

内科

外科

皮膚科

1
（金）

6
（水）

5
（火）

4
（月）

3
（日）

7
（木）

2
（土）

9
（土）

8
（金）

15
（金）

14
（木）

13
（水）

12
（火）

11
（月）

10
（日）

もの（右下表参照）

人権（右下表参照）

もの年金 （右下表参照）

人権心配行政 （右下表参照）

●パソコン学習会（13 時 30 分～、地域
づくり支援センター）

●わが家所蔵の美術品展（31 日まで、文
化センター）

●普通救命講習Ⅰ（受付 8時 30 分～、光
地区消防組合消防本部）

●食育教室（10 時～、里の厨）
●第 6回アラ還フェスティバル in 光
（開場 12 時 30 分～、市民ホール）

●予防接種相談（8時 30 分～、あいぱ
ーく光）

●なかよし広場（10 時 30 分～、あいぱ
ーく光）
●夜間収納相談窓口（20時まで、市役所）

●出張申告相談（9時～、三島コミュニ
ティセンター）

●出張申告相談（9時～、浅江コミュニ
ティセンター）
●育児・1歳児お誕生・2歳児お誕生・
歯の健康相談（9時 30 分～、周防コミュ
ニティセンター）

●出張申告相談（9時～、浅江コミュニ
ティセンター）
●司法書士無料法律相談（9時～、市役
所）※要予約、2月 27 日から受付開始　
☎0833-72-1452
●室積を歩く水彩画 70 展（27 日まで、
ふるさと郷土館）

●出張申告相談（9時～、大和支所）
●育児・1歳児お誕生・2歳児お誕生・
歯の健康相談、成人歯科健診、ふれあい
歯科健診（13 時 30 分～、あいぱーく光）

●第 23 回松涛窯作品展（9時 30 分～、
冠山総合公園 )

●出張申告相談（9時～、大和支所）

●健康相談（9時～、あいぱーく光）
※要予約　☎0833-74-3007
●ハーブ教室（10 時～、里の厨）

2019

3 月　お知らせカレンダー
2019

3 月　お知らせカレンダー
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　“May I come in?” とチョークで書かれた
扉を開くと、アルファベットや海外の風景・
料理の写真が飾られた部屋で待つ ALT に
“Hello!” と迎えられ、まるで海外の教室を訪
れたような印象を受けました。
　表紙の浅江小学校では、「イングリッシュ
ルーム」で地域の人との交流授業を実施する
など、市立小・中学校のあらゆる場面で、子
どもたちの英語体験に向けた工夫がされてい
ます。
　グローバル化が進む中、英語を使ったコ
ミュニケーション能力はさらに重要になって
いきます。学校・家庭・地
域が一体となった本市の外
国語教育を礎に、「光っ子」
が、世界を視野に入れて
人々と交流し、何事にも果
敢にチャレンジする人材へ
と成長していくことを期待
しています。

　“歌で思いを届ける！ ”をテーマに、地域のみなさんの元気な歌声を全国に
届ける「ＮＨＫのど自慢」を光市民ホールで実施します。みなさんの参加をお待ちしています。

『やさしさひろがる　幸せ実感都市　ひかり』

旬の食材「ホウレンソウ」を使って
ホウレンソウの巣ごもり卵

【作り方（材料 1 人分）】
①ホウレンソウ 1/4 束を茹でて 3㎝の長さに切
　り、ニンジン 25ℊをせん切り、シメジ 25ℊ
　の石づきをとってほぐしておく。
②フライパンで油少々を熱し、①のニンジン、
　シメジを炒め、火が通ったらホウレンソウと
　だし汁 80㎖を加え煮る。
③②にしょうゆ小さじ 1/2、みりん小さじ 1/2、
　を加え混ぜ合わせ、中央にくぼみをつくり卵 1
　個を割り入れた後、蓋をして卵が半熟状態に
　なるまで加熱する。　

（浅江地区食生活改善推進員）

ホウレンソウソウウウウの巣の巣の巣の巣の巣巣ごもごもごもごももり卵り

▲ QR コード

☀みんなの朝ご
　はんやレシピ
　をフェイスブッ
　クで紹介して
　います。

☀調理時間：10 分
【一人分栄養価】
エネルギー131kcal
食塩相当量 0.8g

●日時
　【本番】　5月12日㈰　11時45分～（開場11時）
　【予選会】　5 月 11 日㈯　11 時 45 分～
　　　　　（受付10時30分～、結果発表17時30分頃）
●出演
　▪予選を通過した 20 組程度のみなさん
　▪ゲスト：郷ひろみさん、川野夏美さん
●出場申込　※ 3月 27 日㈬必着
　郵便往復はがきに以下の内容を記入

【往信裏面】　①郵便番号、②住所、③名前とふり
　がな、④年齢、⑤性別、⑥電話番号、⑦職業（具
　体的に記入。中学生・高校生・大学生は部活動
　や学年などを記入し、中学生は保護者の名前と
　電話番号も記入）、⑧歌う曲目１曲と歌手名、
　⑨選曲理由
※応募後の曲目および出場者の変更不可

【返信表面】　①郵便番号、②住所、③名前
【宛先】〒 753-8660（住所不要）
　　　ＮＨＫ山口放送局「NHKのど自慢」出場係

※応募は 1 人（組）1 通に限り、中学生以上の原
　則アマチュアが対象。組で応募の場合は出場者
　全員の③～⑦を記入し、代表者が申し込み。中
　学生は予選会、本番とも保護者の同伴が必須。
※応募者の中から 250 組程度を選出（結果はが
　きを 4 月 26 日㈮頃に発送予定）。

【問合せ】　NHK 山口放送局　☎ 083-921-3733
●観覧申込　※ 4月 15 日㈪必着
　郵便往復はがきに以下の内容を記入

【往信裏面】①郵便番号、②住所、③名前、④電話番号
【返信表面】①郵便番号、②住所、③名前
【宛先】〒 743-0011　光市光井 9-18-3　
　　　光市教育委員会「NHK のど自慢」観覧係
※入場無料、入場整理券（1 枚 2 人まで入場可）
　必須。1歳以上の子どもから入場整理券が必要。
※当選は 1人 1通に限る。
※応募多数の場合抽選の上、当選・落選の通知は
　がきを4月 26 日㈮頃に発送予定。

【問合せ】　光市教育委員会　☎ 0833-74-3607

「ＮＨＫのど自慢」出場者・観覧者募集

※応募の際にいただいた情報は選出・抽選結果の連絡のほか、NHK では受信料のお願いに使用することがあります。

郷ひろみ 川野夏美さん さん

▌英語の勉強楽しいよ !
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